
長
野
県
木
曽
郡
で
行
う
森
林
整
備

活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

■
と
き

令
和
元
年
９
月
28
日
（
土
）

午
前
６
時
15
分
受
付
開
始

午
前
６
時
30
分
出
発

※�

雨
天
実
施

■
集
合
場
所

愛
知
中
部
水
道
企
業
団

■
開
催
場
所

長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村

■
内
容

除
伐
作
業
を
予
定

■
応
募
資
格

豊
明
市
・
日
進
市
・
み
よ
し
市
・

長
久
手
市
・
東
郷
町
に
お
住
ま
い

の
方
（
未
就
学
児
童
を
除
く
）

■
参
加
費

大
人　
1
，0
0
0
円

子
ど
も　

5
0
0
円

■
服
装
・
持
ち
物

作
業
の
し
や
す
い
服
装
（
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
）、
作
業
用
手
袋
、　
作

業
用
靴
、
雨
具
、
弁
当
、
飲
み
物

■
応
募
方
法

７
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
、
参
加

者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
緊
急
連
絡
先

を
ご
記
入
の
う
え
、
本
企
業
団
総

務
課
へ
（
電
話
・
は
が
き
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

※�

１
名
か
ら
４
名
ま
で
の
単
位
で

ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
抽
選
結
果
は
、
７

月
下
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
複
数
名
で
の
応

募
の
場
合
は
代
表
者
の
方
の
み

へ
通
知
し
ま
す
。

※�

電
話
の
受
付
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

■
受
験
資
格

■
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

事
務
職
、
技
術
職　
　
若
干
名

■
試
験
日

　
令
和
元
年
９
月
22
日
（
日
）

　
令
和
元
年
10
月
20
日
（
日
）

　
令
和
元
年
11
月
下
旬
（
予
定
）

■
実
施
場
所

愛
知
中
部
水
道
企
業
団

■
受
験
案
内
・
採
用
候
補
者
試
験�

�

申
込
書
の
配
布

総
務
課
受
付
窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
採
用
情
報

■
受
付
期
間

７
月
１
日
（
月
）
か
ら
８
月
21
日

（
水
）
ま
で

※�

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
と
な
り

ま
す
。（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

８
月
21
日
（
水
）
必
着
分
ま
で

■
提
出
書
類

採
用
候
補
者
試
験
申
込
書
・
卒
業

（
見
込
）
証
明
書
、
成
績
証
明
書
、

62
円
郵
便
は
が
き
（
受
験
票
用
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
の
採
用
説
明
会
は
、
本
企
業
団

の
職
場
環
境
や
雰
囲
気
、
魅
力
を
受

験
を
お
考
え
の
み
な
さ
ま
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で

す
。 第

１
次
試
験

第
２
次
試
験

第
3
次
試
験

持
参
の
場
合

郵
送
の
場
合

採
用
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

　
募　
集

今
号
か
ら
編
集
後
記
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
Q
太
で

す
。
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

私
は
、
テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番

組
が
好
き
で
、
見
て
い
る
と
つ

い
つ
い
ア
ツ
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な

時
に
飲
む
水
は
、
身
体
に
し
み

て
お
い
し
い
で
す
。

ち
な
み
に
、
１
リ
ッ
ト
ル
あ

た
り
１
グ
ラ
ム
の
塩
分
を
含
ん

だ
水
を
摂
取
す
る
と
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
水
分
補
給
の

際
は
、
塩
分
摂
取
量
に
注

意
し
て
、
夏
の
暑
さ
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

第
26
回
『
水
源
の
森
応
援
隊
』

森
林
整
備
活
動
参
加
者
募
集

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

0
5
6
1（
38
）0
0
3
6

　
採　
用

令
和
２
年
４
月
採
用

職
員
採
用
候
補
者
募
集

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

0
5
6
1（
38
）0
0
3
6

職種

受
験
資
格
要
件

学
歴

年
齢

事務職または技術職（土木・建築・電気・機械・化学・情報）
大
学
を
卒
業
後
３
年
以

内
ま
た
は
令
和
２
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方
。
た
だ
し
、
技
術

職
は
、
各
大
学
で
専
攻

し
た
方
に
限
る
。

平
成
６
年
４
月

２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

短
期
大
学
を
卒
業
後
３

年
以
内
ま
た
は
令
和
２

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方
。
た
だ
し
、

技
術
職
は
、
各
短
期
大

学
で
専
攻
し
た
方
に
限
る
。

平
成
８
年
４
月

２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

高
等
学
校
を
卒
業
後
３

年
以
内
ま
た
は
令
和
２

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方
。
た
だ
し
、

技
術
職
は
、
各
高
等
学

校
で
専
攻
し
た
方
に
限
る
。

平
成
10
年
４
月

２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

当
日
は
試
験
対
策
の
ほ
か
、
先
輩

職
員
と
の
座
談
会
も
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
就
職
に
関

す
る
疑
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

本
企
業
団
に
興
味
が
あ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
他
の
自
治
体
や
民
間
企
業

と
の
併
願
を
考
え
て
い
る
方
も
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日

令
和
元
年
８
月
１
日
（
木
）

午
後
２
時
受
付
開
始

午
後
２
時
15
分
か
ら
午
後
４
時　

15
分
ま
で

■
実
施
場
所

愛
知
中
部
水
道
企
業
団

■
内
容

本
企
業
団
の
概
要
・
試
験
対
策
等

の
説
明
、
先
輩
職
員
と
の
座
談

会
、
庁
舎
内
見
学

■
参
加
対
象

今
年
度
の
愛
知
中
部
水
道
企
業
団

職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
受
験
資

格
を
満
た
す
方
で
、
令
和
２
年
４

月
か
ら
本
企
業
団
へ
の
就
職
を
考

え
て
い
る
方

■
申
込
方
法

７
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
、
参
加

者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、
本

企
業
団
総
務
課
へ
（
電
話
・
は
が

き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

※�

電
話
の
受
付
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

住民の
ライフラインを
支えたい！！

～昔の水道設備を紹介～

参考文献：厚生省生活衛生局水道
環境部水道整備課編（1990）『水

道制度百年史』タイヨー出版
協力：東京都水道歴史館

江戸時代、水源に遠い地域では、
川から引いた水を共同の上水井戸

に貯め、

その水を生活用水として使用して
いました。

この頃はまだ水をきれいにする処
理等は行っておらず、川や池、湧

水の水

をそのまま使用していました。

上水井戸は、その後、共用栓や蛇
口に姿を変えていきます。

上水井戸

竹樋 木樋

上水井戸
●地下深くを掘って

地下

水をためる井戸（掘
り

井戸）とは違い、水
道

管を流れてきた水が
た

められた井戸。

●水道管は、木樋や
竹樋

以外にも土管や石管
な

ども使用された。
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水
道
メ
ー
タ
は
、
計
量
法
に
よ

り
、
８
年
間
の
有
効
期
限
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
本
企
業
団
で
は
、

有
効
期
限
満
了
前
に
新
し
い
水
道

メ
ー
タ
へ
の
取
替
え
を
順
次
行
っ

て
い
ま
す
。

取
替
工
事
の
お
知
ら
せ
・
ご
注
意

対
象
と
な
る
お
客
さ
ま
に
は
事

前
に
「
水
道
メ
ー
タ
取
替
の
お
知

ら
せ
」
を
検
針
時
ま
た
は
郵
送
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
の
取
替
え
は
、
愛

知
中
部
水
道
企
業
団
指
定
工
事
店

協
同
組
合
ま
た
は
（
一
財
）
愛
知

中
部
水
道
企
業
団
水
道
サ
ー
ビ
ス

協
会
が
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合

は
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を
お
求

め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
身
分
証
明

水
道
週
間（
６
月
１
日
～
７
日
）

の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
水
道
に
関

す
る
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

51
作
品
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
最

優
秀
作
品
と
優
秀
作
品
を
選
出
し

ま
し
た
の
で
、
発
表
し
ま
す
。

選
出
さ
れ
た
作
品
は
、
本
企
業

団
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

最
優
秀
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
懸

垂
幕
を
作
成
し
、
本
企
業
団
庁
舎

に
１
年
間
掲
揚
し
ま
す
。

す
て
き
な
標
語
を
た
く
さ
ん
ご

応
募
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

一
般
競
争
入
札
で
申
し
込
み
が

な
か
っ
た
次
の
物
件
を
、
先
着
順

に
よ
り
売
払
い
し
ま
す
。

■
売
払
物
件

豊
明
市
栄
町
殿
ノ
山
94
番
始
め

４
筆
を
一
体
で
売
却

■
都
市
計
画
等

都
市
計
画
＝
94
番
は
第
一
種
中

高
層
住
居
専
用
地
域
、
そ
の
他

は
市
街
化
調
整
区
域
、
登
記

地
目
＝
宅
地
、
山
林
、
水
道

用
地
の
混
在
、
実
測
地
積
＝

9
3
3
．
１
２
㎡
、
建
ぺ
い
率

＝
60
％
、
容
積
率
＝
2
0
0
％

■
受
付
期
間

令
和
元
年
８
月
１
日
（
木
）
か

ら
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

ま
で
の
営
業
日
（
土
、
日
、
祝

日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を

除
く
）

▼
受
付
場
所

企
業
団
管
財
検
査
課
（
本
庁
舎

３
階
）
東
郷
町
大
字
和
合
字
北

蚊
谷
2
1
2
番
地

▼
売
却
価
格

6
0
6
5
万
3
0
0
0
円　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
管
財
検
査

課
で
配
布
し
て
い
る
実
施
要
領
の

ほ
か
、
本
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
愛
知
中
部

水
道
企
業
団

水
道
事
業
会
計
予
算

水
道
事
業
の
経
営
は
、

地
方
公
営
企
業
法
と
い
う

法
律
に
よ
っ
て
独
立
採
算

制
に
な
っ
て
お
り
、
経
営

に
必
要
な
費
用
は
、
す
べ

て
水
道
料
金
収
入
で
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
の
内
容

●�

水
道
施
設
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
改
良
事
業
と

し
て
管
路
の
耐
震
化
を�

4
，4
7
6
ｍ
、老
朽
管

の
更
新
を
9
，9
8
0
ｍ

行
い
ま
す
。

●�

水
源
地
環
境
整
備
促
進

事
業
と
し
て
、
木
曽

川
・
矢
作
川
「
水
源
の

森
」
森
林
整
備
協
定
造

林
事
業
へ
の
支
援
を
継

続
し
ま
す
。

り
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
消

費
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
令

和
元
年
10
月
１
日
使
用
分
か
ら
消

費
税
率
10
％
で
ご
請
求
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
令
和
元

年
10
月
１
日
よ
り
前
か
ら
継
続
し

て
水
道
を
ご
使
用
し
て
い
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
の
適
用

が
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
企
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
の
見
本
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
て
お
り
ま
す
。

立
ち
会
い
や
取
替
日
の
事
前
予

約
等
を
ご
希
望
の
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
の
取
替
え
後
、
一

時
的
に
空
気
や
濁
り
水
な
ど
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し

水
を
流
し
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

取
替
工
事
に
お
け
る
お
願
い

①�

メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
や

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②�

ペ
ッ
ト
は
、
出
入
口
や
メ
ー
タ

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
し
て
く
だ
さ
い
。

NEWS
　
ニ
ュ
ー
ス

第
61
回
水
道
週
間
標
語

優
秀
作
品
発
表

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

0
5
6
1（
38
）0
0
3
6

　
お
知
ら
せ

土
地
売
払
い
の
お
知
ら
せ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　
管
財
検
査
課

0
5
6
1（
38
）0
1
4
9

「
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確

保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改

革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
」
に
よ

消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う

水
道
料
金
の
ご
請
求
額
変
更

に
つ
い
て

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　
営
業
課

0
5
6
1（
38
）0
0
3
3

水
道
メ
ー
タ
の
取
替
え
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　
営
業
課

0
5
6
1（
38
）0
0
3
3

①�取替費用は無料です。�
水道メータの取替えに際して、
お客さまの費用負担はありません。
②�立ち会いは不要です。�
作業前にお声掛けさせていただ
きますが、ご不在でも作業させ
ていただく場合がありますので
ご了承ください。
③�取替時に20分程度断水します。�
水道メータの口径等の状況によ
り、それ以上の時間を要する場
合もあります。

本
企
業
団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
か
ら
も
快
適
に
ご
覧
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
使
い
や
す
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

0
5
6
1（
38
）0
0
3
6

※不足額
△3,706,298千円
※不足額
△3,706,298千円

料金収入
6,323,314千円
料金収入
6,323,314千円

※収支不足額は、収益的収支で発生した
純利益の積立金や減価償却などの現金
の支出を伴わずに、企業内部に留保さ
れている資金などで補てんします。

※収支不足額は、収益的収支で発生した
純利益の積立金や減価償却などの現金
の支出を伴わずに、企業内部に留保さ
れている資金などで補てんします。 借入金の支払利息

58,848千円

その他収入
1,278,591千円

減価償却費
1,844,787千円
減価償却費
1,844,787千円

施設維持管理・
一般管理・
営業等窓口サービスなどに
要する費用
4,488,653千円

施設維持管理・
一般管理・
営業等窓口サービスなどに
要する費用
4,488,653千円

固定資産売却代金
152千円

工事負担金
938,017千円
工事負担金
938,017千円

県補助金
231,220千円
県補助金
231,220千円

その他支出
205,692千円

国からの借入金の返済
312,502千円

震災対策事業や
老朽管更新事業などの
施設の改良に要する費用
4,357,493千円

震災対策事業や
老朽管更新事業などの
施設の改良に要する費用
4,357,493千円

支出総額
6,392,288千円

収入総額
7,601,905千円

支出総額
4,875,687千円

収入総額
1,169,389千円

資本的収支
水道施設を整備するための

経費とその財源

収益的収支
ご家庭に給水するための
経費とその財源

区　分 平成31年度予算 平成30年度予算 前年度予算との比較 増減率
給水人口（人） 325,000 323,500 1,500 0.5%
給水戸数（戸） 132,600 131,500 1,100 0.8%
年間総給水量（㎥） 34,889,000 34,734,000 155,000 0.4%
１日平均給水量（㎥） 95,586 95,162 424 0.4%

平成31年度の業務予定量

議案第４号 愛知中部水道企業団監査委員の選任について

企
業
長
就
任
あ
い
さ
つ

新
企
業
長

　
小
野
田
　
賢
治

令和元年第１回愛知中部水道企業団議会臨時会が５月30日に開催され、
提出議案１件が原案のとおり同意されました。

●お問い合わせ先　総務課　0561（38）0036

●お問い合わせ先　経営企画課　0561（76）0072

詳細図
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舘小学校

石塚公園

文

売払物件

石塚公園

優
秀
賞
（
順
不
同
）

安
全
で
　
お
い
し
い
水
を
　 

こ
れ
か
ら
も�

中
野　
久
美
代　
様

水
道
水
　
み
ん
な
で
守
る
　 

宝
物�

加
藤　
琴
美　

様

こ
れ
か
ら
も
　
か
わ
ら
ぬ
水
を
　 

大
切
に�

弘
中　
万
智　
様

水
道
は
　
ま
ち
の
暮
ら
し
の
　 

い
の
ち
綱�

安
井　
俊
夫　
様

蛇
口
か
ら
　
安
全
安
心
　 

未
来
に
も�

宮
河　
優
美　
様

水
資
源
　
大
切
に
し
て
　 

次
世
代
へ�

出
口　
礼
子　
様　

限
り
あ
る
　
め
ぐ
み
の
お
水
　 

令
和
へ
と�

宮
河　
ひ
と
美　
様

未
来
へ
と
　
守
り
つ
な
ご
う
　 

水
道
水�

石
川　
航
大　
様

一
滴
か
ら
　
み
ん
な
で
守
ろ
う
　 

水
道
水�

吉
川　
重
孝　
様

最
優
秀
賞

蛇
口
か
ら
　

　
　
飲
め
る
お
水
の

　
　
　
　
あ
り
が
た
さ

 

石
川　
祐
司　
様 こ

の
た
び
、
６
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て

愛
知
中
部
水
道
企
業
団
の
企
業
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
み
よ
し
市
長
の
小
野
田
賢
治
で
す
。

水
道
は
、
地
域
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
、
約
32
万
人
の
お
客
さ
ま
や
地
域
産
業

に
対
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
安
定
的
に
安

心
安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る
こ
と
は
、
本
企

業
団
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重

さ
を
痛
切
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

近
年
、
全
国
的
に
水
道
管
お
よ
び
施
設
の
老

朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
災
害
に
対
す
る

危
機
管
理
体
制
の
強
化
の
み
な
ら
ず
、
水
道
事

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

本
企
業
団
に
お
い
て
は
、
総
合
事
業
プ
ラ
ン

で
あ
る
「
第
２
次
ア
ク
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
計
画
」

も
残
す
と
こ
ろ
２
カ
年
と
な
り
、
各
事
業
を
的

確
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

管
路
の
耐
震
化
や
老
朽
管
対
策
、
施
設
の
長
寿

命
化
な
ど
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
寄
り
添
い
、

信
頼
さ
れ
る
企
業
団
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
基
本
理
念
「
水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
、
み

ん
な
に
気
持
ち
い
い
水
道
」
の
維
持
に
向
け
て
、

さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
　
　
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

31

企 業 団 議 会 か ら

ホームページ　https://www.suidou-aichichubu.or.jp　 Ｅメール soumu01@suidou-aichichubu.or.jp愛知中部水道企業団  TEL 0561（38）0030（代表）　　使用開始・中止受付ダイヤル  TEL 0561（37）0141
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No.69６月１日から、企業長が変わりました。本企業団のウェブサイト（ホームページ）をリニューアルしました。



水
道
メ
ー
タ
は
、
計
量
法
に
よ

り
、
８
年
間
の
有
効
期
限
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
本
企
業
団
で
は
、

有
効
期
限
満
了
前
に
新
し
い
水
道

メ
ー
タ
へ
の
取
替
え
を
順
次
行
っ

て
い
ま
す
。

取
替
工
事
の
お
知
ら
せ
・
ご
注
意

対
象
と
な
る
お
客
さ
ま
に
は
事

前
に
「
水
道
メ
ー
タ
取
替
の
お
知

ら
せ
」
を
検
針
時
ま
た
は
郵
送
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
の
取
替
え
は
、
愛

知
中
部
水
道
企
業
団
指
定
工
事
店

協
同
組
合
ま
た
は
（
一
財
）
愛
知

中
部
水
道
企
業
団
水
道
サ
ー
ビ
ス

協
会
が
行
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
身

分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合

は
、
身
分
証
明
書
の
提
示
を
お
求

め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
身
分
証
明

水
道
週
間（
６
月
１
日
～
７
日
）

の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
水
道
に
関

す
る
標
語
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

51
作
品
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
最

優
秀
作
品
と
優
秀
作
品
を
選
出
し

ま
し
た
の
で
、
発
表
し
ま
す
。

選
出
さ
れ
た
作
品
は
、
本
企
業

団
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

最
優
秀
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
懸

垂
幕
を
作
成
し
、
本
企
業
団
庁
舎

に
１
年
間
掲
揚
し
ま
す
。

す
て
き
な
標
語
を
た
く
さ
ん
ご

応
募
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

一
般
競
争
入
札
で
申
し
込
み
が

な
か
っ
た
次
の
物
件
を
、
先
着
順

に
よ
り
売
払
い
し
ま
す
。

■
売
払
物
件

豊
明
市
栄
町
殿
ノ
山
94
番
始
め

４
筆
を
一
体
で
売
却

■
都
市
計
画
等

都
市
計
画
＝
94
番
は
第
一
種
中

高
層
住
居
専
用
地
域
、
そ
の
他

は
市
街
化
調
整
区
域
、
登
記

地
目
＝
宅
地
、
山
林
、
水
道

用
地
の
混
在
、
実
測
地
積
＝

9
3
3
．
１
２
㎡
、
建
ぺ
い
率

＝
60
％
、
容
積
率
＝
2
0
0
％

■
受
付
期
間

令
和
元
年
８
月
１
日
（
木
）
か

ら
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

ま
で
の
営
業
日
（
土
、
日
、
祝

日
を
除
く
）

▼
受
付
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を

除
く
）

▼
受
付
場
所

企
業
団
管
財
検
査
課
（
本
庁
舎

３
階
）
東
郷
町
大
字
和
合
字
北

蚊
谷
2
1
2
番
地

▼
売
却
価
格

6
0
6
5
万
3
0
0
0
円　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
管
財
検
査

課
で
配
布
し
て
い
る
実
施
要
領
の

ほ
か
、
本
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
31
年
度
愛
知
中
部

水
道
企
業
団

水
道
事
業
会
計
予
算

水
道
事
業
の
経
営
は
、

地
方
公
営
企
業
法
と
い
う

法
律
に
よ
っ
て
独
立
採
算

制
に
な
っ
て
お
り
、
経
営

に
必
要
な
費
用
は
、
す
べ

て
水
道
料
金
収
入
で
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
の
内
容

●�

水
道
施
設
整
備
計
画
に

基
づ
き
、
改
良
事
業
と

し
て
管
路
の
耐
震
化
を�

4
，4
7
6
ｍ
、老
朽
管

の
更
新
を
9
，9
8
0
ｍ

行
い
ま
す
。

●�

水
源
地
環
境
整
備
促
進

事
業
と
し
て
、
木
曽

川
・
矢
作
川
「
水
源
の

森
」
森
林
整
備
協
定
造

林
事
業
へ
の
支
援
を
継

続
し
ま
す
。

り
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
消

費
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
令

和
元
年
10
月
１
日
使
用
分
か
ら
消

費
税
率
10
％
で
ご
請
求
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
令
和
元

年
10
月
１
日
よ
り
前
か
ら
継
続
し

て
水
道
を
ご
使
用
し
て
い
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
の
適
用

が
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
企
業
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
の
見
本
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記

載
し
て
お
り
ま
す
。

立
ち
会
い
や
取
替
日
の
事
前
予

約
等
を
ご
希
望
の
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
の
取
替
え
後
、
一

時
的
に
空
気
や
濁
り
水
な
ど
が
出

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し

水
を
流
し
て
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

取
替
工
事
に
お
け
る
お
願
い

①�

メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
車
や

物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②�

ペ
ッ
ト
は
、
出
入
口
や
メ
ー
タ

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
し
て
く
だ
さ
い
。
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「
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会
保
障
の
安
定
財
源
の
確

保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改

革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一

部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
」
に
よ

消
費
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率
引
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げ
に
伴
う
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変
更
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に
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①�取替費用は無料です。�
水道メータの取替えに際して、
お客さまの費用負担はありません。
②�立ち会いは不要です。�
作業前にお声掛けさせていただ
きますが、ご不在でも作業させ
ていただく場合がありますので
ご了承ください。
③�取替時に20分程度断水します。�
水道メータの口径等の状況によ
り、それ以上の時間を要する場
合もあります。
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け
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今
後
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※不足額
△3,706,298千円
※不足額
△3,706,298千円

料金収入
6,323,314千円
料金収入
6,323,314千円

※収支不足額は、収益的収支で発生した
純利益の積立金や減価償却などの現金
の支出を伴わずに、企業内部に留保さ
れている資金などで補てんします。

※収支不足額は、収益的収支で発生した
純利益の積立金や減価償却などの現金
の支出を伴わずに、企業内部に留保さ
れている資金などで補てんします。 借入金の支払利息

58,848千円

その他収入
1,278,591千円

減価償却費
1,844,787千円
減価償却費
1,844,787千円

施設維持管理・
一般管理・
営業等窓口サービスなどに
要する費用
4,488,653千円

施設維持管理・
一般管理・
営業等窓口サービスなどに
要する費用
4,488,653千円

固定資産売却代金
152千円

工事負担金
938,017千円
工事負担金
938,017千円

県補助金
231,220千円
県補助金
231,220千円

その他支出
205,692千円

国からの借入金の返済
312,502千円

震災対策事業や
老朽管更新事業などの
施設の改良に要する費用
4,357,493千円

震災対策事業や
老朽管更新事業などの
施設の改良に要する費用
4,357,493千円

支出総額
6,392,288千円

収入総額
7,601,905千円

支出総額
4,875,687千円

収入総額
1,169,389千円

資本的収支
水道施設を整備するための

経費とその財源

収益的収支
ご家庭に給水するための
経費とその財源

区　分 平成31年度予算 平成30年度予算 前年度予算との比較 増減率
給水人口（人） 325,000 323,500 1,500 0.5%
給水戸数（戸） 132,600 131,500 1,100 0.8%
年間総給水量（㎥） 34,889,000 34,734,000 155,000 0.4%
１日平均給水量（㎥） 95,586 95,162 424 0.4%

平成31年度の業務予定量

議案第４号 愛知中部水道企業団監査委員の選任について

企
業
長
就
任
あ
い
さ
つ

新
企
業
長

　
小
野
田
　
賢
治

令和元年第１回愛知中部水道企業団議会臨時会が５月30日に開催され、
提出議案１件が原案のとおり同意されました。

●お問い合わせ先　総務課　0561（38）0036

●お問い合わせ先　経営企画課　0561（76）0072

詳細図

第一種
中高層住居
専用地域

道路

道路

94
93-40

93-169 93-171
市街化調整区域

位置図
豊明市立
舘小学校

石塚公園

文

売払物件

石塚公園

優
秀
賞
（
順
不
同
）

安
全
で
　
お
い
し
い
水
を
　 

こ
れ
か
ら
も�

中
野　
久
美
代　
様

水
道
水
　
み
ん
な
で
守
る
　 

宝
物�

加
藤　
琴
美　

様

こ
れ
か
ら
も
　
か
わ
ら
ぬ
水
を
　 

大
切
に�

弘
中　
万
智　
様

水
道
は
　
ま
ち
の
暮
ら
し
の
　 

い
の
ち
綱�

安
井　
俊
夫　
様

蛇
口
か
ら
　
安
全
安
心
　 

未
来
に
も�

宮
河　
優
美　
様

水
資
源
　
大
切
に
し
て
　 

次
世
代
へ�

出
口　
礼
子　
様　

限
り
あ
る
　
め
ぐ
み
の
お
水
　 

令
和
へ
と�

宮
河　
ひ
と
美　
様

未
来
へ
と
　
守
り
つ
な
ご
う
　 

水
道
水�

石
川　
航
大　
様

一
滴
か
ら
　
み
ん
な
で
守
ろ
う
　 

水
道
水�

吉
川　
重
孝　
様

最
優
秀
賞

蛇
口
か
ら
　

　
　
飲
め
る
お
水
の

　
　
　
　
あ
り
が
た
さ

 

石
川　
祐
司　
様 こ

の
た
び
、
６
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て

愛
知
中
部
水
道
企
業
団
の
企
業
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
み
よ
し
市
長
の
小
野
田
賢
治
で
す
。

水
道
は
、
地
域
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

で
あ
り
、
約
32
万
人
の
お
客
さ
ま
や
地
域
産
業

に
対
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
安
定
的
に
安

心
安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る
こ
と
は
、
本
企

業
団
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重

さ
を
痛
切
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

近
年
、
全
国
的
に
水
道
管
お
よ
び
施
設
の
老

朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
災
害
に
対
す
る

危
機
管
理
体
制
の
強
化
の
み
な
ら
ず
、
水
道
事

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

本
企
業
団
に
お
い
て
は
、
総
合
事
業
プ
ラ
ン

で
あ
る
「
第
２
次
ア
ク
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
計
画
」

も
残
す
と
こ
ろ
２
カ
年
と
な
り
、
各
事
業
を
的

確
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

管
路
の
耐
震
化
や
老
朽
管
対
策
、
施
設
の
長
寿

命
化
な
ど
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
寄
り
添
い
、

信
頼
さ
れ
る
企
業
団
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
基
本
理
念
「
水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
、
み

ん
な
に
気
持
ち
い
い
水
道
」
の
維
持
に
向
け
て
、

さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
　
　
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し

31

企 業 団 議 会 か ら
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No.69
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No.69６月１日から、企業長が変わりました。本企業団のウェブサイト（ホームページ）をリニューアルしました。



長
野
県
木
曽
郡
で
行
う
森
林
整
備

活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

■
と
き

令
和
元
年
９
月
28
日
（
土
）

午
前
６
時
15
分
受
付
開
始

午
前
６
時
30
分
出
発

※�

雨
天
実
施

■
集
合
場
所

愛
知
中
部
水
道
企
業
団

■
開
催
場
所

長
野
県
木
曽
郡
王
滝
村

■
内
容

除
伐
作
業
を
予
定

■
応
募
資
格

豊
明
市
・
日
進
市
・
み
よ
し
市
・

長
久
手
市
・
東
郷
町
に
お
住
ま
い

の
方
（
未
就
学
児
童
を
除
く
）

■
参
加
費

大
人　
1
，0
0
0
円

子
ど
も　

5
0
0
円

■
服
装
・
持
ち
物

作
業
の
し
や
す
い
服
装
（
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
）、
作
業
用
手
袋
、　
作

業
用
靴
、
雨
具
、
弁
当
、
飲
み
物

■
応
募
方
法

７
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
、
参
加

者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
緊
急
連
絡
先

を
ご
記
入
の
う
え
、
本
企
業
団
総

務
課
へ
（
電
話
・
は
が
き
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

※�

１
名
か
ら
４
名
ま
で
の
単
位
で

ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
抽
選
結
果
は
、
７

月
下
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
複
数
名
で
の
応

募
の
場
合
は
代
表
者
の
方
の
み

へ
通
知
し
ま
す
。

※�

電
話
の
受
付
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

■
受
験
資
格

■
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

事
務
職
、
技
術
職　
　
若
干
名

■
試
験
日

　
令
和
元
年
９
月
22
日
（
日
）

　
令
和
元
年
10
月
20
日
（
日
）

　
令
和
元
年
11
月
下
旬
（
予
定
）

■
実
施
場
所

愛
知
中
部
水
道
企
業
団

■
受
験
案
内
・
採
用
候
補
者
試
験�

�

申
込
書
の
配
布

総
務
課
受
付
窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
採
用
情
報

■
受
付
期
間

７
月
１
日
（
月
）
か
ら
８
月
21
日

（
水
）
ま
で

※�

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
と
な
り

ま
す
。（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

８
月
21
日
（
水
）
必
着
分
ま
で

■
提
出
書
類

採
用
候
補
者
試
験
申
込
書
・
卒
業

（
見
込
）
証
明
書
、
成
績
証
明
書
、

62
円
郵
便
は
が
き
（
受
験
票
用
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
の
採
用
説
明
会
は
、
本
企
業
団

の
職
場
環
境
や
雰
囲
気
、
魅
力
を
受

験
を
お
考
え
の
み
な
さ
ま
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で

す
。 第

１
次
試
験

第
２
次
試
験

第
3
次
試
験

持
参
の
場
合

郵
送
の
場
合

採
用
説
明
会
を
実
施
し
ま
す

　
募　
集

今
号
か
ら
編
集
後
記
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
Q
太
で

す
。
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

私
は
、
テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番

組
が
好
き
で
、
見
て
い
る
と
つ

い
つ
い
ア
ツ
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
ん
な

時
に
飲
む
水
は
、
身
体
に
し
み

て
お
い
し
い
で
す
。

ち
な
み
に
、
１
リ
ッ
ト
ル
あ

た
り
１
グ
ラ
ム
の
塩
分
を
含
ん

だ
水
を
摂
取
す
る
と
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。
水
分
補
給
の

際
は
、
塩
分
摂
取
量
に
注

意
し
て
、
夏
の
暑
さ
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

第
26
回
『
水
源
の
森
応
援
隊
』

森
林
整
備
活
動
参
加
者
募
集

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

0
5
6
1（
38
）0
0
3
6

　
採　
用

令
和
２
年
４
月
採
用

職
員
採
用
候
補
者
募
集

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

0
5
6
1（
38
）0
0
3
6

職種

受
験
資
格
要
件

学
歴

年
齢

事務職または技術職（土木・建築・電気・機械・化学・情報）
大
学
を
卒
業
後
３
年
以

内
ま
た
は
令
和
２
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方
。
た
だ
し
、
技
術

職
は
、
各
大
学
で
専
攻

し
た
方
に
限
る
。

平
成
６
年
４
月

２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

短
期
大
学
を
卒
業
後
３

年
以
内
ま
た
は
令
和
２

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方
。
た
だ
し
、

技
術
職
は
、
各
短
期
大

学
で
専
攻
し
た
方
に
限
る
。

平
成
８
年
４
月

２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

高
等
学
校
を
卒
業
後
３

年
以
内
ま
た
は
令
和
２

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
方
。
た
だ
し
、

技
術
職
は
、
各
高
等
学

校
で
専
攻
し
た
方
に
限
る
。

平
成
10
年
４
月

２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

当
日
は
試
験
対
策
の
ほ
か
、
先
輩

職
員
と
の
座
談
会
も
予
定
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
就
職
に
関

す
る
疑
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

本
企
業
団
に
興
味
が
あ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
他
の
自
治
体
や
民
間
企
業

と
の
併
願
を
考
え
て
い
る
方
も
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日

令
和
元
年
８
月
１
日
（
木
）

午
後
２
時
受
付
開
始

午
後
２
時
15
分
か
ら
午
後
４
時　

15
分
ま
で

■
実
施
場
所

愛
知
中
部
水
道
企
業
団

■
内
容

本
企
業
団
の
概
要
・
試
験
対
策
等

の
説
明
、
先
輩
職
員
と
の
座
談

会
、
庁
舎
内
見
学

■
参
加
対
象

今
年
度
の
愛
知
中
部
水
道
企
業
団

職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
受
験
資

格
を
満
た
す
方
で
、
令
和
２
年
４

月
か
ら
本
企
業
団
へ
の
就
職
を
考

え
て
い
る
方

■
申
込
方
法

７
月
26
日
（
金
）
ま
で
に
、
参
加

者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、
本

企
業
団
総
務
課
へ
（
電
話
・
は
が

き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

※�

電
話
の
受
付
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

住民の
ライフラインを
支えたい！！

～昔の水道設備を紹介～

参考文献：厚生省生活衛生局水道
環境部水道整備課編（1990）『水

道制度百年史』タイヨー出版
協力：東京都水道歴史館

江戸時代、水源に遠い地域では、
川から引いた水を共同の上水井戸

に貯め、

その水を生活用水として使用して
いました。

この頃はまだ水をきれいにする処
理等は行っておらず、川や池、湧

水の水

をそのまま使用していました。

上水井戸は、その後、共用栓や蛇
口に姿を変えていきます。

上水井戸

竹樋 木樋

上水井戸
●地下深くを掘って

地下

水をためる井戸（掘
り

井戸）とは違い、水
道

管を流れてきた水が
た

められた井戸。

●水道管は、木樋や
竹樋

以外にも土管や石管
な

ども使用された。
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